
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
被剥離対象物の塗膜面に、

生分解性（土中微生物分解性）剥離剤溶液を適宜の手段で塗布して塗膜を
軟化・膨潤させ、ノズルから吐出する

高圧温水を塗
膜面に噴射させることにより塗膜を剥離することを特徴とする建築構造物等の塗膜剥離剤
工法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、主として建築構造物等の古くなった壁面その他に塗装された既存の塗膜を、剥
離剤と高圧温水で剥離する塗膜剥離剤工法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えば、建築構造物等の外壁の塗膜が長い年月の経過により、汚れたり、膨れたり
、ヒビ割れ等が生じたりして改修工事のために塗膜を剥離する時、あるいは壁面その他に
生じた錆を落す時等既存塗膜の除去方法としては、塗膜の種類や各種の条件に応じて種々
使い分けされているが、これらの除去方法には次のような方法がある。
【０００３】
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▲１▼ブラスト材を圧縮空気または高圧水と共に塗膜に噴射して剥離するドライサンドブ
ラスト工法またはウエットブラスト工法。▲２▼モータ軸に円盤を取付け、これにカッタ
ーや布やすり等を取付けたディスクサンダーで行うサンダー工法。▲３▼３００～１００
０ｋｇｆ／ｃｍ２ の圧力水で剥離する高圧水工法や１０００～２０００ｋｇｆ／ｃｍ２ の
圧力水で剥離する超高圧水工法。▲４▼塩素化炭化水素（ジクロルメタン）を含む剥離剤
を塗布した後、スクレバー等で除去する剥離剤工法等がある。
【０００４】
ドライサンドブラスト工法の場合には、圧縮空気と混合して噴射される珪砂が被剥離面に
当って粉塵が発生し、その粉塵が飛散するため、作業環境が悪くなって作業者の健康を損
なうという問題があると共に、被剥離面に当った珪砂がそのまゝ残存付着することがある
ため、ブラスト材が当ると同時に吸引回収するドライブラスト同時吸引法で行うこともあ
るが、この方法は圧縮空気圧により送られてきたブラスト材を、吐出と同時に吸収回収す
るため粉塵等の発生は少ないが作業効率が悪かった。また、被剥離面に当って落下した珪
砂を掃き取ったり、バキュームで吸収したり、水等で流したりしなければならず、また、
水で流された珪砂は会所から回収しなければならないため、この回収に多大な手間と時間
を費やさなければならなかった。
【０００５】
ウエットブラスト工法の場合は、ブラスト材が高圧水と共に被剥離面に噴射されるので、
粉塵の発生は少ないものの、噴射して落下した水を含んだブラスト材の回収およびその処
理のために二次的な処理設備が必要となり、処理コストが高くなる上に処理設備の設置ス
ペースが必要であり、作業時間も長くかかるという問題点があった。
【０００６】
サンダー工法の場合は、小面積の塗膜徐去に多用されているが、広範囲の塗膜除去には適
さず、作業効率が著しく悪いばかりか、大きな騒音がおこり、かつドライサンドブラスト
工法と同様に大量の粉塵が飛散浮遊して環境を悪化するという問題点があった。
【０００７】
超高圧水工法の場合は、ハツリや切断作業には適しても、圧力が強力すぎて必要以上に下
地を傷めやすく、下地を傷めると修復、補修に時間と経費がかかり、作業には熟練を要す
ると共に、作業者の危険度も増すと言った問題点があった。
【０００８】
剥離剤工法の場合は、剥離剤のみでは剥離完成に至らず、他工法との併用で行なわなけれ
ばならない不便さがある。この剥離剤は、人体にとって有害性が皆無でない塩素化炭化水
素（ジクロルメタン）を主成分としたものを使用しているため、地球環境保全や公害問題
の見地から使用を抑制する方向にある。また、塗膜を溶解し剥離した塗膜カスや、廃液は
産業廃棄物として適法な処理をしなければならず、また水洗水は排水処理が必要となり、
酸およびアルカリ性の廃水は中和してから排水しなければならない煩わしさがあった。
【０００９】
わが国においても、平成５年３月に「水質汚濁に係る環境基準において」の一部が改正さ
れ、新たにジクロルメタンの環境基準値を０．０２ｍｇ／ｌ＝ｐｐｍと設定され、また、
平成５年１２月に「水質汚濁防止法施工令」および「下水道法施行令」の一部改正により
ジクロルメタンの排水基準値が０．２ｍｇ／ｌ＝ｐｐｍに設定され、平成６年２月より施
行されている。このため、ジクロルメタンを含む剥離剤は次第に使用が少なくなってきて
いる。
【００１０】
また、この剥離剤は、反応時間が速く、乾燥する前に高圧水洗浄機により剥離洗浄を行な
う必要があり、当日に塗布した剥離剤は当日に剥離洗浄しなければならず、養生作業・剥
離剤塗布作業・剥離作業と分業化ができないので作業効率が悪く、かつ、洗浄機の一日の
稼働時間の効率も悪かった。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
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本発明は上記の課題を解決することを課題として開発されたもので、環境破壊や公害につ
ながらず、動植物に対してもやさしく、安全面や衛生面にも支障のない剥離剤を用い、か
つ下地を必要以上に傷めることのない建築構造物等の塗膜剥離剤工法を提供することを目
的とするものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決し、その目的を達成する手段として、本発明は、被剥離対象物の塗膜面
に、 生分解
性（土中微生物分解性）剥離剤溶液を適宜の手段で塗布して塗膜を軟化・膨潤させ、ノズ
ルから吐出する

高圧温水を塗膜面に噴射させること
により塗膜を剥離することを特徴とする建築構造物等の塗膜剥離剤工法開発し、採用した
。
【００１４】
ここで、生分解性（土中微生物分解性）剥離剤としては、微生物により有機物が一定時間
内に酸化分解される剥離剤であり、すなわち、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）／ＴＯＤ
（全酸素要求量）＝又はＢＯＤ／ＴＯＣ（全有機炭素）＝この数値が大きい程「生分解性
」が良好と判断される。
【００１５】
剥離剤溶液を塗膜面に塗布する手段としては、ローラー、刷毛、低圧エアレスー塗装機等
を用いて塗布する。この塗布される剥離剤溶液には、ジクロルメタンを一切含まない水溶
性のｐＨが中性の排水可能（生分解性）な動植物に悪影響を与えない剥離剤を使用してい
る。この剥離剤によって塗膜を軟化・膨潤させるものである。
【００１６】
剥離剤溶液を塗膜面に塗布して所定時間浸透後、軟化・膨潤した塗膜面に高圧温水洗浄を
行なえばよい。ここで用いる温水は４０°Ｃ～９５°Ｃの範囲の温度のものが好ましく、
この範囲内の温水を各種の条件に応じて決めるが、４０°Ｃ以下になると熱膨張や塗料の
溶解性が悪いことから適さず、９５°Ｃ以上になると蒸気になり適さない。
【００１７】
また、温水を吐出する圧力は３００ｋｇｆ／ｃｍ２ ～６００ｋｇｆ／ｃｍ２ の範囲が好適
である。３００ｋｇｆ／ｃｍ２ を下回ると、塗膜面にムラができてきれいに剥離できなく
なり、かつ時間もかかることから適さず、一方、６００ｋｇｆ／ｃｍ２ を越えると著しく
下地を傷めやすく、その修復、補正に時間と経費がかかることから好ましくなく、上記の
範囲に限定されるものである。
【００１８】
水量は２５リットル／分～４５リットル／分が好適である。その理由は、２５リットル／
分を下回ると、衝撃力が弱くて剥離効果が充分でなく、また４５リットル／分を越えると
ガンを持って被剥離面に正確に噴射することができないためであって、特に足場の悪い現
場では使用できないからである。
【００１９】
【実施例】
（実施例１）
以下に、本発明の具体的実施例を説明する。
下記に示す剥離剤・Ａタイプ（速効性）（ＩＭＩ仕様・（株）今井美装店製）
剥離剤組成
アルコール系溶剤　　　　　　　　７０％
Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　１２％
界面活性剤　　　　　　　　　　　　８％
増粘剤　　　　　　　　　　　　　１０％
染料　　　　　　　　　　　　　　０．００１％
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上記の組成物を刷毛で塗り、１５分経過後、吐出圧力５５０ｋｇｆ／ｃｍ２ 、水量３１．
８リットル／分のポンプ（（株）今井美装店製Ｃ－１５３温水仕様）を用い、水温７０°
Ｃの温水でノズル口径が直径１．２ｍｍ、噴射角度１５度の扇形ノズルを用いて、被剥離
面までの間隔１５ｃｍの条件下で、コンクリート打放しの下地に、吹付タイル（商品名・
レナナック・エスケー化研（株）製）が塗布されたＲＣ（鉄筋コンクリート）の塗膜面１
ｍ２ の剥離作業を行なったところ、２分４５秒で９５％剥離できた。
【００２０】
（比較例１）
前記実施例１の剥離剤溶液塗布作業を行なうことなく、他の条件は前記実施例１と同一の
条件で剥離作業を行なったところ、３分１５秒で８０％剥離できた。
【００２１】
（比較例２）
比較例１の高圧温水を高圧水に変え、他の条件は前記実施例１と同一の条件で剥離作業を
行なったところ、５分３０秒で８０％剥離できた。
【００２２】
（実施例２）
前記実施例１の剥離剤溶液を塗膜面に刷毛で塗り、１０分経過後、吐出圧力５００ｋｇｆ
／ｃｍ２ 、水量３０．３リットル／分のポンプ（（株）今井美装店製Ｃ－１５３温水仕様
）を用い、水温７０°Ｃの温水でノズル口径が直径１．２ｍｍ、噴射角度１５度の扇形ノ
ズルを用いて、被剥離面との間隔２５ｃｍの条件下で、亜鉛引鉄板の下地に、合成樹脂調
合ペイント（商品名・ＳＤマリン・関西ペイント（株）製）が塗布された鉄骨鋼板葺きの
塗膜面１ｍ２ の剥離作業を行なったところ、１５秒で１００％剥離できた。
【００２３】
（比較例３）
前記実施例２の剥離剤塗布作業をせず、かつ、ノズルと被剥離面との間隔を１５ｃｍにし
て、他の条件は前記実施例２と同一の条件で剥離作業を行なったところ、２分３０秒で８
０％剥離できた。
【００２４】
（比較例４）
比較例３の高圧温水を高圧水に変え、他の条件は前記実施例２と同一の条件で剥離作業を
行なったところ、４分３０秒で８０％剥離できた。
【００２５】
（実施例３）
下記に示す剥離剤・Ｂタイプ（遅効性）（ＩＭＩ仕様・（株）今井美装店製）
剥離剤組成
アルコール系溶剤　　　　　　　４８％
Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　４５％
界面活性剤　　　　　　　　　　　３．０％
センイ素誘導体　　　　　　　　　２．０％
アミン類　　　　　　　　　　　　１．３％
ワックス類　　　　　　　　　　　０．７％
上記の組成物を刷毛で塗り、２０時間経過後、吐出圧力５５０ｋｇｆ／ｃｍ２ 、水量３１
．８リットル／分のポンプ（（株）今井美装店製Ｃ－１５３温水仕様）を用い
、水温７０°Ｃの温水でノズル口径が直径１．２ｍｍ、噴射角度１５度の扇形ノズルを用
いて、被剥離面までの間隔１５ｃｍの条件下で、コンクリートの打放し下地に
、弾性リシン（商品名・ソフトリシン・エスケー化研（株）製）が塗布されたＲＣ（鉄筋
コンクリート）の塗膜面１ｍ２ の剥離作業を行なったところ、２分４５秒で１００％剥離
できた。
【００２６】
（比較例５）
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前記実施例３の剥離剤溶液塗布作業をせず、かつ、ノズルと被剥離面との間隔を１０ｃｍ
にして、他の条件は前記実施例３と同一の条件で剥離作業を行なったところ、５分００秒
で８０％剥離できた。
【００２７】
（比較例６）
比較例５の高圧温水を高圧水に変え、他の条件は前記実施例３と同一の条件で剥離作業を
行なったところ、８分００秒で８０％剥離できた。
【００２８】
（実施例４）
前記実施例３の剥離剤溶液を刷毛で塗り、２４時間経過後、吐出圧力５００ｋｇｆ／ｃｍ
２ 、水量３０．３リットル／分のポンプ（（株）今井美装店製Ｃ－１５３温水仕様）を用
い、水温７０°Ｃの温水でノズル口径が直径１．２ｍｍ、噴射角度１５度の扇形ノズルを
用いて、被剥離面との間隔１０ｃｍの条件下で、コンクリート打放しの下地に、スキン（
商品名・ダイヤスキン・恒和化学（株）製）ＲＣ（鉄筋コンクリート）の塗膜面２ｍ２ の
剥離作業を行なったところ、７分４５秒で９５％剥離できた。
【００２９】
（比較例７）
前記実施例４の剥離剤塗布作業をせず、他の条件は前記実施例４と同一の条件で剥離作業
を行なったところ、１０分００秒で９０％剥離できた。
【００３０】
（比較例８）
比較例７の高圧温水を高圧水に変え、他の条件は前記実施例４と同一の条件で剥離作業を
行なったところ、１４分００秒で９０％剥離できた。
【００３１】
上記から明らかなように、高圧水単独および高圧温水単独で施工する場合に比べ、剥離剤
と高圧温水併用の方が作業性に優っていることがわかる。
【００３２】
【発明の効果】
以上のように、本発明の請求項１の建築構造物等の塗膜剥離剤工法によれば、被剥離対象
物の塗膜面に、

生分解性（土中微生物分解性）剥離剤を適宜の手段で塗布して塗膜を軟化・膨潤させ
、

高圧温水を塗膜面に吹き付
けることにより塗膜を剥離するものであるから、安全性が高く、環境および動植物に対し
て悪影響を与えることなく、環境破壊や公害発生につながらない。

【００３３】
また、構造物等の塗膜を、下地を傷めることなく剥離でき、ＡＬＣ（軽量気泡コンクリー
ト）等の下地が柔らかい対象物でも傷めることなく塗膜剥離ができる。そして、剥離速度
が他の工法と比較して速いので、工期が短縮化できると共に、剥離工事を分業化でき、作
業ピーク時要員の平均化が図れて、作業能率が向上し経済性にも優れ、作業も簡易になる
ことから、熟練工を必要としない便利性がある。
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ノズルから吐出する吐出圧力３００ｋｇｆ／ｃｍ２ ～６００ｋｇｆ／ｃｍ２ 　、水温４
０℃～９５℃、水量２５リットル／分～４５リットル／分、の

また、塗料の温度に対
する性質と温水の持つ高い洗浄力で残留薬品分も除去でき、浸透性ならびに圧力と水量と
によって効率よく塗膜剥離できる。
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